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教
育
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議
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一

部
を
改
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る
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則
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・
総
務
課
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埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
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一
部
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改
正
す
る
規
則

（

〃

）
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○
へ
き
地
手
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等
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則（

教
職
員
課
）

三

○
学
校
職
員
の
地
域
手
当
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

〃

）

三

○
教
育
職
員
の
免
許
状
に
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す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

〃

）

四

○
埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

（
県
立
学
校
人
事
課
）

一
四

○
埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

〃

）

一
五

○
埼
玉
県
立
中
学
校
管
理
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

（
県
立
学
校
人
事
課
）

二
一

○
埼
玉
県
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

（
学
校
・
人
事
評
価
室
）

二
一

○
埼
玉
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
人
事

評
価
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
（

〃

）

二
一

○
社
会
教
育
主
事
の
資
格
認
定
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
生
涯
学
習
文
化
財
課
）

二
二

○
博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

（

〃

）

二
二

○
埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
管
理
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

〃

）

二
二

訓

令

○
教
育
局
等
の
職
員
の
勤
務
時
間
に
関

す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
教
委
・
総
務
課
）

二
二

○
埼
玉
県
教
育
局
等
職
員
服
務
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
教
委
・
総
務
課
）

二
三

○
埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す

る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
訓
令

（

〃

）

二
四

○
埼
玉
県
教
育
局
等
公
用
車
管
理
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（

〃

）

二
四

○
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限

に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に

関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓

令

（

〃

）

二
五

○
埼
玉
県
教
育
局
等
文
書
管
理
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（

〃

）

二
五

○
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限

に
属
す
る
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授

業
料
及
び
入
学
料
の
減
免
に
関
す
る

事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令（

教
委
・
財
務
課
）

二
六

○
埼
玉
県
教
育
委
員
会
安
全
衛
生
管
理

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
福

利

課
）

二
六

○
埼
玉
県
立
学
校
事
務
決
裁
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
訓
令

（
県
立
学
校
人
事
課
）

二
七

○
埼
玉
県
立
学
校
文
書
管
理
・
公
印
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（

〃

）

二
七

埼玉県発行

埼
玉
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

埼
玉
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
単
記
無
記
名
」
を
「
単
記
無
記
名
投
票
に
よ
り
行
う
も
の
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
選
挙
は
、
出
席
委
員
中
に
異
議
が
な
い
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
指

名
推
選
の
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
委
員
長
職
務
代
理
者
の
指
定
）
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第
十
三
条
の
二

法
第
十
二
条
第
四
項
に
よ
る
委
員
長
の
職
務
を
行
う
委
員
の
指
定
は
前
条
の
例

に
よ
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
教
育
総
務
部
の
項
課
名
の
欄
中
「
総
務
課
」
の
下
に
「
、
教
育
政
策
課
」
を
加
え
、

同
表
県
立
学
校
部
の
項
課
名
の
欄
中
「
高
校
教
育
指
導
課
」
の
下
に
「
、
生
徒
指
導
課
」
を
、「
特

別
支
援
教
育
課
」
の
下
に
「
、
高
校
改
革
推
進
課
」
を
加
え
、
同
表
市
町
村
支
援
部
の
項
課
名
の

欄
中
「
義
務
教
育
指
導
課
」
の
下
に
「
、
家
庭
地
域
連
携
課
」
を
加
え
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
条
の
二

教
育
政
策
課
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
所
掌
す
る
。

一

本
県
に
お
け
る
教
育
施
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

二

教
育
委
員
会
の
政
策
の
形
成
に
係
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

三

教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
係
る
点
検
及
び
評
価
に
関
す
る

こ
と
。

四

教
育
委
員
会
の
所
管
す
る
調
査
統
計
に
関
す
る
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
条
第
四
号
中
「
（
教
職
員
人
事
評
価
制
度
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
条
中

第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、同
条
第
十
二
号
中「
保
健
体
育
課
並
び
に
生
徒
指
導
室
長
の
職
務
」

を
「
生
徒
指
導
課
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
中
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

学
校
評
価
制
度
に
係
る
施
策
の
企
画
、
調
整
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
第
三
号
中
「
、
生
徒
指
導
」
を
削
り
、
同
条
中
第
十
二
号
を
削
り
、
第
十
三
号
を
第
十

二
号
と
す
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
九
条
の
二

生
徒
指
導
課
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
所
掌
す
る
。

一

生
徒
指
導
に
係
る
施
策
の
総
合
的
企
画
、
調
整
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二

教
育
相
談
に
係
る
連
絡
、
調
整
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

三

道
徳
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
生
徒
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

県
立
学
校
部
副
部
長
（
保
健
体
育
課
、
特
別
支
援
教
育
課
及
び
高
校
改
革
推
進
課
を
所

管
す
る
副
部
長
に
限
る
。
）
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
中
第
十
号
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
す
る
。

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
二

高
校
改
革
推
進
課
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
所
掌
す
る
。

一

高
等
学
校
教
育
の
改
革
に
係
る
施
策
の
企
画
、
調
整
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
高
等
学
校
教
育
の
改
革
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
第
七
号
中
「
（
教
職
員
人
事
評
価
制
度
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
条

第
十
三
号
中
「
市
町
村
支
援
部
副
部
長
」
の
下
に
「
（
小
中
学
校
人
事
課
、
義
務
教
育
指
導
課
、

家
庭
地
域
連
携
課
及
び
人
権
教
育
課
を
所
管
す
る
副
部
長
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
三
条
第
一
号
中
「
県
立
中
学
校
並
び
に
市
町
村
立
の
幼
稚
園
及
び
」
を
「
県
立
及
び
市
町

村
立
の
」
に
、
「
「
義
務
教
育
諸
学
校
等
」
を
「
こ
の
条
に
お
い
て
「
義
務
教
育
諸
学
校
」
に
改

め
、
同
条
第
二
号
中
「
義
務
教
育
諸
学
校
等
」
を
「
義
務
教
育
諸
学
校
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号

中
「
義
務
教
育
諸
学
校
等
」
を
「
義
務
教
育
諸
学
校
」
に
改
め
、
「
、
生
徒
指
導
」
を
削
り
、
同

条
第
六
号
及
び
第
八
号
中
「
義
務
教
育
諸
学
校
等
」
を
「
義
務
教
育
諸
学
校
」
に
改
め
、
同
条
第

十
号
を
削
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
二

家
庭
地
域
連
携
課
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
（
保
健
体
育
課
、
特
別
支
援
教
育

課
及
び
人
権
教
育
課
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
所
掌
す
る
。

一

学
校
、
家
庭
及
び
地
域
が
連
携
し
た
教
育
の
推
進
に
係
る
施
策
の
企
画
及
び
調
整
に
関
す

る
こ
と
。

二

学
校
、
家
庭
及
び
地
域
が
連
携
し
た
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
の
指
導
及
び
助
言
に
関
す
る

こ
と
。

三

学
校
、
家
庭
及
び
地
域
が
連
携
し
た
教
育
の
推
進
に
係
る
研
修
等
に
関
す
る
こ
と
。

四

市
町
村
立
の
幼
稚
園
に
お
け
る
教
育
に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
に
関
す
る
こ
と
。
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五

市
町
村
立
の
幼
稚
園
の
職
員
の
教
育
指
導
に
係
る
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

六

市
町
村
立
の
幼
稚
園
に
係
る
教
育
課
程
そ
の
他
の
保
育
内
容
、
教
育
指
導
及
び
教
育
評
価

に
関
す
る
こ
と
。

七

市
町
村
立
の
幼
稚
園
の
職
員
の
組
織
す
る
教
育
研
究
団
体
に
関
す
る
こ
と
。

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
学
校
、
家
庭
及
び
地
域
の
連
携
並
び
に
市
町
村
立
の
幼

稚
園
に
お
け
る
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
四
条
中「
次
の
事
務
」の
下
に「（
家
庭
地
域
連
携
課
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
条
第
十
号
中
「
さ
い
た
ま
芸
術
文
化
祭
」
を
「
埼
玉
県
芸
術
文
化
祭
」
に
改
め
、
同

条
第
二
十
五
号
中
「
市
町
村
支
援
部
参
事
（
第
二
十
一
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開

催
に
関
す
る
事
項
を
処
理
す
る
者
に
限
る
。
）
」
を
「
市
町
村
支
援
部
副
部
長
（
生
涯
学
習
文
化

財
課
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
並
び
に
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
推
進
室
長
の
職
務
を
所
管

す
る
副
部
長
に
限
る
。
）
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

県
立
学
校

人
事
課

学
校
評
価
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
学
校
評
価
制
度
及
び
教
職
員
人
事
評
価

制
度
に
係
る
施
策
の
企
画
、
調
整
及
び
推
進
に
関
す
る
事
務

そ
の
他
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処

理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
と
と
も
に
、
課
長
を

助
け
、
当
該
事
務
を
総
括
整
理
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
の
表
県
立
学
校
人
事
課
及
び
小
中
学
校
人
事
課
の
項
組
織
の
欄
中
「
県
立

学
校
人
事
課
」
の
下
に
「
、
高
校
改
革
推
進
課
」
を
加
え
、
同
表
高
校
教
育
指
導
課
及
び
義
務
教

育
指
導
課
の
項
組
織
の
欄
中
「
高
校
教
育
指
導
課
」
の
下
に
「
、
生
徒
指
導
課
」
を
加
え
、
同
表

高
校
教
育
指
導
課
、
保
健
体
育
課
、
特
別
支
援
教
育
課
、
義
務
教
育
指
導
課
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

及
び
人
権
教
育
課
の
項
組
織
の
欄
中
「
高
校
教
育
指
導
課
」
の
下
に
「
、
生
徒
指
導
課
」
を
、「
義

務
教
育
指
導
課
」
の
下
に
「
、
家
庭
地
域
連
携
課
」
を
加
え
、
同
表
生
涯
学
習
文
化
財
課
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
及
び
人
権
教
育
課
の
項
組
織
の
欄
中
「
生
涯
学
習
文
化
財
課
」
を
「
家
庭
地
域
連
携

課
、
生
涯
学
習
文
化
財
課
」
に
改
め
、
同
表
福
利
課
及
び
保
健
体
育
課
の
項
職
務
の
欄
中
「
学
校

保
健
法
」
を
「
学
校
保
健
安
全
法
」
に
、
「
第
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
三
項
」
に

改
め
る
。

第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
三
条
を
削
る
。

第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
前
三
条
」
を
「
前
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
副
室
長
の
」

を
「
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
」
に
、
「
第
二
十
二
条
第
四
項
に
定
め
る
」
を
「
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。

職

職
務

副
室
長

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指

定
事
項
に
つ
い
て
、
上
司
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員

を
指
揮
監
督
す
る
。

第
二
十
三
条
の
二
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
二
十
四
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
文
教
政
策
室
長
、
全
国
高
校
総
体
推
進
室
長
、
生
徒
指
導
室
長
、
学

校
・
人
事
評
価
室
長
、
高
校
改
革
推
進
室
長
及
び
」
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
二

十
六
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号

へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

学
校
職
員
の
地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四
号

学
校
職
員
の
地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
地
域
手
当
に
関
す
る
規
則（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
一
号
）

－３－
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教
育
職
員
免
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
二
年
法
律
第
二
十
九
号
）

平
成
十
二
年
改
正

法

教
育
職
員
免
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
二
年
法
律
第
二
十
九
号
）

平
成
十
二
年
改
正

法

教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第

九
十
八
号
）

平
成
十
九
年
改
正

法

教
育
職
員

る
省
令
（

号
）

免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

平
成
十
二
年
文
部
省
令
第
四
十
七

平
成
十
二
年
免
許

法
施
行
規
則
改
正

省
令

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規

る
省
令
（
平
成
十
二
年
文

号
）

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規

る
省
令
（
平
成
二
十
年
文

号
）

則
の
一
部
を
改
正
す

部
省
令
第
四
十
七

平
成
十
二
年
免
許

法
施
行
規
則
改
正

省
令

則
の
一
部
を
改
正
す

部
科
学
省
令
第
九

平
成
二
十
年
免
許

法
施
行
規
則
改
正

省
令

小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
諭
の
普
通
免

与
に
係
る
教
育
職
員
免
許
法
の
特
例
等

る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
九
年
文
部
省

十
号
）

許
状
授

に
関
す

令
第
四

介
護
等
体
験
特
例

法
施
行
規
則

小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
諭
の
普
通
免
許
状
授

与
に
係
る
教
育
職
員
免
許
法
の
特
例
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
九
年
文
部
省
令
第
四

十
号
）

介
護

法
施

免
許
状
更
新
講
習
規
則
（
平
成
二
十
年
文
部
科

学
省
令
第
十
号
）

更
新

等
体
験
特
例

行
規
則

講
習
規
則

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
条
例
第
九
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
地
域
は
、
前
条

の
規
定
に
よ
り
調
整
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
地
域
の
う
ち
改
正
前
の
職
員
条
例
第

九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
調
整
手
当
の
割
合
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
調
整
手
当
の
割
合
」

と
い
う
。
）
が
百
分
の
十
と
さ
れ
て
い
た
地
域
以
外
の
地
域
と
し
、
同
項
第
二
号
」
を
「
条
例
第
九

条
の
二
第
二
項
第
二
号
」
に
、「
調
整
手
当
の
割
合
が
」
を
「
改
正
前
の
職
員
条
例
第
九
条
の
二
の

規
定
に
基
づ
く
調
整
手
当
の
割
合
が
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
五
号

教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則（
昭
和
四
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
授
与
権
者
」
を
「
県
教
育
委
員
会
」
に
、
「
授
与
す
る
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、

「
特
別
支
援
学
校
の
」
の
下
に
「
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
、
」
を
、
「
状
」
と
い
う
。）」
の
下
に

「
の
授
与
、
有
効
期
間
の
更
新
等
」
を
加
え
る
。

第
二
条
の
表
中

を

に
、

を

に
、

を

に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
授
与
権
者
」
を
「
県
教
育
委
員
会
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
基
礎
資

格
に
関
す
る
証
明
書
」
を
「
学
力
に
関
す
る
証
明
書
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
中

第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
外
国
人
登
録
済
証
明
書
」

を
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第
六
号

－４－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
教
員
」
を
「
前
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
教
員
」
に
、
「
は
、
前
項

に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、」
を
「
に
あ
つ
て
は
」
に
、「
（
様
式
第
四
、
以
下
同
じ
。）」
を
「
を
、

免
許
法
第
五
条
第
二
項
又
は
免
許
法
附
則
第
八
項
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は

免
許
状
更
新
講
習
の
課
程
の
修
了
又
は
免
許
状
更
新
講
習
の
課
程
の
一
部
の
履
修
に
関
す
る
証
明

書
（
以
下
「
免
許
状
更
新
講
習
修
了
等
証
明
書
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
授

与
権
者
」
を
「
県
教
育
委
員
会
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

実
務
に
関
す
る
証
明
書

第
三
条
第
四
項
中
「
授
与
権
者
」
を
「
県
教
育
委
員
会
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
外
国
人

登
録
済
証
明
書
」
を
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
同
項
第
二
号
及
び
第

四
号
」
を
「
同
項
第
三
号
」
に
、
「
授
与
権
者
」
を
「
県
教
育
委
員
会
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

免
許
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
適
用
を
受
け
る
者
は
、
前
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
免

許
状
更
新
講
習
修
了
等
証
明
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
第
一
項
中
「
授
与
権
者
」
を
「
県
教
育
委
員
会
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
別
表

第
四
の
適
用
を
受
け
る
者
」
の
下
に
「
（
第
三
項
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同

項
第
二
号
ロ
中
「
と
す
る
免
許
状
等
の
」
の
下
に
「
授
与
証
明
書
、
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
ロ

中
「
単
位
の
修
得
証
明
書
」
を
「
学
力
に
関
す
る
証
明
書
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
外
国
人

登
録
済
証
明
書
」
を
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
授
与
権
者
」
を
「
県

教
育
委
員
会
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」

に
、
「
授
与
権
者
」
を
「
県
教
育
委
員
会
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

免
許
法
第
六
条
第
四
項
（
免
許
法
附
則
第
五
項
後
段
、
附
則
第
九
項
後
段
若
し
く
は
附
則
第

十
八
項
後
段
又
は
施
行
法
第
二
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
又
は
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
適
用
を
受
け

る
者
は
、
前
項
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
、
免
許
状
更
新
講
習
修
了
等
証
明
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
五
項
」
を
「
第
五
条
第
六
項
」
に
、
「
授
与
権
者
」
を
「
県
教

育
委
員
会
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
授
与
権
者
」
を
「
県
教
育
委
員
会
」
に
改

め
る
。

第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
三
項
」
に
、
「
授
与
権
者
」
を
「
県

教
育
委
員
会
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、

同
号
イ
中
「
免
許
状
等
受
得
証
明
書
」
を
「
免
許
状
等
の
授
与
証
明
書
、
免
許
状
等
受
得
証
明
書
」

に
改
め
、
同
号
イ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
号
を
同
項
第
二
号

と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
す
る
。

イ

卒
業
証
明
書

第
五
条
の
三
中
「
第
五
条
第
四
項
」
を
「
第
五
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
四
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
中
「
授
与
権
者
」
を
「
県
教
育
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
十
条
を
削
り
、
第
三
章
中
第
十
一
条
を
第
十
条
と
し
、
第
四
章
中
第
十
二
条
を
第
十
一
条
と

す
る
。

第
十
七
条
中
「
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
」
を
「
県
教
育
長
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六

条
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
様
式
第
二
十
四
」
を
「
様
式
第
三
十
二
」
に
、
「
授
与
権
者
」
を
「
県
教
育
委

員
会
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
書
類
の
経
由
及
び
特
例
）

第
二
十
五
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
書
類
は
、
市
町
村
立
の
小
学
校
、
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学

校
に
勤
務
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
埼
玉
県
教
育
局
教
育
事
務
所
長
を
経
由
し
て
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
の
提
出
を
要
し
な
い
。

一

市
町
村
立
の
学
校
そ
の
他
の
学
校
の
職
員
（
次
号
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
）
並
び
に
教

育
委
員
会
の
事
務
局
及
び
教
育
機
関
（
学
校
を
除
く
。
）
の
職
員
宣
誓
書
及
び
身
体
に
関
す

る
証
明
書

二

国
立
学
校
又
は
私
立
学
校
の
職
員
（
校
長
等
を
除
く
。
）
身
体
に
関
す
る
証
明
書

第
十
五
条
第
一
項
中
「
様
式
第
二
十
二
」
を
「
様
式
第
三
十
」
に
、
「
授
与
権
者
」
を
「
県
教

育
委
員
会
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式
第
二
十
三
」
を
「
様
式
第
三
十
一
」
に
改
め
、
同

条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
様
式
第
二
十
」
を
「
様
式
第
二
十
七
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
様

式
第
二
十
一
」
を
「
様
式
第
二
十
八
」
に
、
「
様
式
第
二
十
一
の
二
」
を
「
様
式
第
二
十
九
」
に

改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
及
び
」
の
下
に
「
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
又
は
」
を
加
え
、
「
授
与
権

者
」
を
「
県
教
育
委
員
会
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
様
式
第
十
八
」
を
「
様
式
第
二
十
五
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
様
式
第
十
九
」
を
「
様
式
第
二
十
六
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一

条
と
す
る
。

第
五
章
を
第
六
章
と
し
、
第
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

－５－
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第
五
章

更
新
の
手
続
等

（
有
効
期
間
の
更
新
の
手
続
）

第
十
二
条

免
許
法
第
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
普
通
免
許
状
又
は
特
別
免
許
状
の
有
効

期
間
の
更
新
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
県
教
育
委
員
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
様
式
第
十
八
）

二

免
許
状
等
の
授
与
証
明
書
、
免
許
状
等
受
得
証
明
書
、
免
許
状
の
写
し
又
は
免
許
法
施
行

規
則
第
六
十
一
条
の
十
に
規
定
す
る
証
明
書

三

免
許
状
更
新
講
習
修
了
等
証
明
書

四

戸
籍
抄
本
又
は
外
国
人
登
録
証
明
書

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
四
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
と
し
て
、
同
項
の
更
新
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類

を
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条

の
四
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
（
同
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
五
号
に

掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、最
新
の
知
識
技
能
を
十
分
に
有
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
を
含
む
。）

の
証
明
が
第
一
号
の
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、第
二
号
の
書
類
は
提
出
を
要
し
な
い
。

一

有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
様
式
第
十
九
）

二

免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
四
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
三

前
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類

（
有
効
期
間
の
延
長
の
手
続
）

第
十
三
条

免
許
法
第
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
普
通
免
許
状
又
は
特
別
免
許
状
の
有
効

期
間
の
延
長
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
県
教
育
委
員
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
に
定
め
る
事
由
の
証
明
が
第
一
号
の
書
類
に
記

載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
第
二
号
の
書
類
は
提
出
を
要
し
な
い
。

一

有
効
期
間
延
長
申
請
書
（
様
式
第
二
十
）

二

免
許
法
第
九
条
の
二
第
五
項
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

三

前
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類

（
更
新
講
習
修
了
確
認
の
手
続
）

第
十
四
条

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
状
更
新
講
習
の
課
程

の
修
了
確
認
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
県
教
育
委
員
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

免
許
状
更
新
講
習
修
了
確
認
申
請
書
（
様
式
第
二
十
一
）

二

免
許
状
等
の
授
与
証
明
書
、
免
許
状
等
受
得
証
明
書
、
免
許
状
の
写
し
又
は
平
成
二
十
年

免
許
法
施
行
規
則
改
正
省
令
附
則
第
十
五
条
に
規
定
す
る
証
明
書

三

免
許
状
更
新
講
習
修
了
等
証
明
書

四

戸
籍
抄
本
又
は
外
国
人
登
録
証
明
書

（
更
新
講
習
修
了
後
の
期
間
に
関
す
る
確
認
の
手
続
）

第
十
五
条

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
を
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

免
許
状
更
新
講
習
修
了
後
の
期
間
に
関
す
る
確
認
申
請
書
（
様
式
第
二
十
二
）

二

前
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

（
更
新
講
習
修
了
確
認
期
限
の
延
期
の
手
続
）

第
十
六
条

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
修
了
確
認
期
限
の
延
期
の

申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
に
定
め
る
事
由
の
証
明
が
第
一
号
の
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
第
二
号
の
書
類
は
提
出
を
要
し
な
い
。

一

修
了
確
認
期
限
延
期
申
請
書
（
様
式
第
二
十
三
）

二

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
四
項
に
定
め
る
事
由
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

三

第
十
四
条
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類

（
更
新
講
習
免
除
の
認
定
の
手
続
）

第
十
七
条

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
五
項
括
弧
書
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
を
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
年
免
許
法
施
行
規
則
改
正
省
令
附
則
第
十
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
（
同
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て

は
、
最
新
の
知
識
技
能
を
十
分
に
有
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
を
含
む
。
）
の
証
明
が
第
一
号

に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
第
二
号
の
書
類
は
提
出
を
要
し
な
い
。

一

免
許
状
更
新
講
習
免
除
申
請
書
（
様
式
第
二
十
四
）

二

平
成
二
十
年
免
許
法
施
行
規
則
改
正
省
令
附
則
第
十
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

三

第
十
四
条
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類

（
更
新
講
習
を
受
講
で
き
る
者
）

第
十
八
条

更
新
講
習
規
則
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
免
許
管
理
者
が
定
め
る
者
は
、

－６－
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校
長
（
園
長
を
含
む
。
）、
副
校
長
、
教
頭
及
び
教
員
（
以
下
「
校
長
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ

た
こ
と
の
あ
る
者
で
教
育
委
員
会
の
事
務
局
又
は
教
育
機
関
の
職
員
と
な
つ
て
い
る
も
の
と
す

る
。

２

更
新
講
習
規
則
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
免
許
管
理
者
が
定
め
る
者
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

校
長
等
で
あ
つ
た
こ
と
の
あ
る
者
で
、
任
命
権
者
又
は
雇
用
者
の
要
請
に
応
じ
、
引
き
続

き
次
に
掲
げ
る
者
と
な
つ
て
い
る
も
の
の
う
ち
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
（
以
下
「
県
教

育
長
」
と
い
う
。
）
が
別
に
定
め
る
も
の

イ

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員

ロ

更
新
講
習
規
則
第
九
条
第
一
項
第
三
号
イ
、
ロ
又
は
ニ
に
掲
げ
る
法
人
の
役
員
又
は
職

員
ハ

学
校
法
人
（
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
三
条
に
規
定
す

る
学
校
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
職
員

二

学
校
法
人
（
県
内
に
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
又
は
特

別
支
援
学
校
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
理
事

（
更
新
講
習
修
了
確
認
の
義
務
）

第
十
九
条

平
成
二
十
年
免
許
法
施
行
規
則
改
正
省
令
附
則
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
免
許
管

理
者
が
定
め
る
者
は
、
校
長
等
で
あ
つ
た
こ
と
の
あ
る
者
で
教
育
委
員
会
教
育
長
そ
の
他
教
育

委
員
会
の
事
務
局
又
は
教
育
機
関
の
職
員
と
な
つ
て
い
る
も
の
の
う
ち
県
教
育
長
が
別
に
定
め

る
も
の
と
す
る
。

２

平
成
二
十
年
免
許
法
施
行
規
則
改
正
省
令
附
則
第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
免
許
管
理
者
が

定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

校
長
等
で
あ
つ
た
こ
と
の
あ
る
者
で
、
任
命
権
者
又
は
雇
用
者
の
要
請
に
応
じ
、
引
き
続

き
次
に
掲
げ
る
者
と
な
つ
て
い
る
も
の
の
う
ち
県
教
育
長
が
別
に
定
め
る
も
の

イ

地
方
公
共
団
体
の
職
員

ロ

国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国

立
大
学
法
人
（
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
又
は
特
別
支

援
学
校
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
次
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
役
員
又

は
職
員

ハ

学
校
法
人
（
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
又
は
特
別
支

援
学
校
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
次
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
職
員

二

学
校
法
人
（
県
内
に
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
又
は
特

別
支
援
学
校
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
理
事

（
更
新
講
習
の
免
除
対
象
者
）

第
二
十
条

免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
四
第
二
号
及
び
平
成
二
十
年
免
許
法
施
行
規
則
改

正
省
令
附
則
第
十
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
免
許
管
理
者
が
定
め
る
者
は
、
校
長
等
で
あ

つ
た
こ
と
の
あ
る
者
で
教
育
委
員
会
教
育
長
そ
の
他
教
育
委
員
会
の
事
務
局
又
は
教
育
機
関
の

職
員
と
な
つ
て
い
る
も
の
の
う
ち
県
教
育
長
が
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
四
第
四
号
に
規
定
す
る
免
許
管
理
者
が
定
め
る
者
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

校
長
等
で
あ
つ
た
こ
と
の
あ
る
者
で
、
任
命
権
者
又
は
雇
用
者
の
要
請
に
応
じ
、
引
き
続

き
次
に
掲
げ
る
者
と
な
つ
て
い
る
も
の
の
う
ち
県
教
育
長
が
別
に
定
め
る
も
の

イ

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員

ロ

免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
四
第
四
号
イ
、
ロ
又
は
ニ
に
掲
げ
る
法
人
の
役
員
又

は
職
員

ハ

学
校
法
人
の
職
員

二

学
校
法
人
（
県
内
に
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
又
は
特

別
支
援
学
校
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
理
事

３

平
成
二
十
年
免
許
法
施
行
規
則
改
正
省
令
附
則
第
十
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
免
許
管

理
者
が
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

校
長
等
で
あ
つ
た
こ
と
の
あ
る
者
で
、
任
命
権
者
又
は
雇
用
者
の
要
請
に
応
じ
、
引
き
続

き
次
に
掲
げ
る
者
と
な
つ
て
い
る
も
の
の
う
ち
県
教
育
長
が
別
に
定
め
る
も
の

イ

地
方
公
共
団
体
の
職
員

ロ

国
立
大
学
法
人
の
役
員
又
は
職
員

ハ

学
校
法
人
の
職
員

二

学
校
法
人
（
県
内
に
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
又
は
特

別
支
援
学
校
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
理
事

４

免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
四
第
五
号
及
び
平
成
二
十
年
免
許
法
施
行
規
則
改
正
省
令

附
則
第
十
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
表
彰
等
は
、
文
部
科
学
大
臣
、
埼
玉
県
知
事
、
県
教

育
委
員
会
、
さ
い
た
ま
市
長
、
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
又
は
私
立
学
校
で
構
成
す
る
団
体
が

行
う
個
人
の
表
彰
等
で
あ
つ
て
県
教
育
長
が
別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

様
式
第
三
中
「第

１
０
条
第
１
項
第
２
号

」
の
下
に
「又

は
第
３
号

」
を
加
え
、
「又

は
第
２

項

」
を
「か

ら
第
３
項
ま
で

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

－７－
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様
式
第
４
削
除

様
式
第
六
中
「（第

４
条
、
第
５
条
の
２
関
係

）」
を
「（第

４
条
、
第
５
条
の
２
、
第
１
２
条

－
第
１
７
条
関
係

）
」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
中
「第

５
条
第
３
項

」
を
「第

５
条
第
４
項

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
四
中
「
（第

１
６
条
関
係

）
」
を
「
（第

２
４
条
関
係

）
」
に
改
め
、
同
様
式
を
様

式
第
三
十
二
と
す
る
。

様
式
第
二
十
三
を
削
る
。

様
式
第
二
十
二
中
「
（第

１
５
条
関
係

）
」
を
「
（第

２
３
条
関
係

）
」
に
改
め
、
同
様
式
を
様

式
第
三
十
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

－８－
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様
式
第
二
十
一
及
び
様
式
第
二
十
一
の
二
を
削
る
。

様
式
第
二
十
中
「
（第

１
４
条
関
係

）
」
を
「
（第

２
２
条
関
係

）
」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式

第
二
十
七
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

－９－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



教
諭

主
幹
教
諭
指
導
教
諭
教

諭

様
式
第
十
九
中
「（

第
１
３
条
関
係
）

」
を
「（

第
２
１
条
関
係
）

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式

第
二
十
六
と
す
る
。

様
式
第
十
八
中
「（
第
１
３
条
関
係
）

」
を
「（

第
２
１
条
関
係
）

」
に
、「教

諭
氏
名

」
を
「主

幹
教
諭
等
氏
名

」
に
、
「教

諭
の
氏
名

」
を
「主

幹
教
諭
等
の
氏
名

」
に
、
「教

諭
の
資
格

」
を

「主
幹
教
諭
等
の
資
格

」
に
、

を

に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
二
十
五
と
す
る
。

様
式
第
十
七
の
二
の
次
に
次
の
七
様
式
を
加
え
る
。

－１０－
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附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
前
の
教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、当
分
の
間
、

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
六
号

埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
副
校
長
）

第
七
条

次
に
掲
げ
る
学
校
に
、
副
校
長
を
置
く
。

一

埼
玉
県
立
伊
奈
学
園
総
合
高
等
学
校
（
以
下
「
伊
奈
総
合
高
校
」
と
い
う
。
）

二

埼
玉
県
立
大
宮
中
央
高
等
学
校
（
以
下
「
大
宮
中
央
高
校
」
と
い
う
。
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
の
指
定
す
る
学
校

２

副
校
長
は
、
校
長
を
助
け
、
命
を
受
け
て
校
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
七
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
主
幹
教
諭
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
主
幹
」
を
「
主
幹

教
諭
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

主
幹
教
諭
は
、
校
長
（
副
校
長
を
置
く
学
校
に
あ
つ
て
は
、
校
長
及
び
副
校
長
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
及
び
教
頭
を
助
け
、
命
を
受
け
て
校
務
の
一
部
を
整
理
し
、
並
び
に
生
徒
の
教
育

を
つ
か
さ
ど
る
。

３

学
校
の
実
情
に
照
ら
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
校

長
及
び
教
頭
を
助
け
、
命
を
受
け
て
校
務
の
一
部
を
整
理
し
、
並
び
に
生
徒
の
養
護
を
つ
か
さ

ど
る
主
幹
教
諭
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条
の
二
中
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
務
主
任
、
学
年
主
任
、
生
徒
指
導
主
任
、
進
路
指
導
主
事

又
は
保
健
主
事
の
担
当
す
る
校
務
を
整
理
す
る
主
幹
教
諭
を
置
く
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
教
務
主

－１４－
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任
、
学
年
主
任
、
生
徒
指
導
主
任
、
進
路
指
導
主
事
又
は
保
健
主
事
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き

る
。

第
九
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
中「
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、学
科
主
任
又
は
農
場
長
を
」

を
「
学
科
主
任
の
担
当
す
る
校
務
を
整
理
す
る
主
幹
教
諭
を
置
く
と
き
そ
の
他
特
別
の
事
情
の
あ

る
と
き
は
学
科
主
任
を
、
農
場
長
の
担
当
す
る
校
務
を
整
理
す
る
主
幹
教
諭
を
置
く
と
き
そ
の
他

特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
農
場
長
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
前
条
第
七
項

及
び
第
八
項
」
を
「
前
条
第
八
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
四
第
三
項
中
「
第
九
条
の
二
第
八
項
」
を
「
第
九
条
の
二
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条

の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
司
書
教
諭
）

第
九
条
の
五

学
校
に
、
司
書
教
諭
を
置
く
。
た
だ
し
、
司
書
教
諭
は
、
学
級
の
数
（
通
信
制
の

課
程
を
置
く
学
校
に
あ
つ
て
は
、
学
級
の
数
と
通
信
制
の
課
程
の
生
徒
の
数
を
三
百
で
除
し
て

得
た
数
（
一
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
一
に
切
り
上
げ
る
。
）
と
を
合
計
し
た
数
）
が
十

一
以
下
の
学
校
に
あ
つ
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

２

司
書
教
諭
は
、
校
長
の
監
督
を
受
け
、
学
校
図
書
館
に
関
す
る
職
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３

司
書
教
諭
は
、
当
該
学
校
の
主
幹
教
諭
（
養
護
を
つ
か
さ
ど
る
主
幹
教
諭
を
除
く
。
）
又
は
教

諭
の
中
か
ら
教
育
委
員
会
が
命
ず
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
半
日
勤
務
時
間
」
を
「
四
時
間
の
勤
務
時
間
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
七
号

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
埼
玉
県
立
川
越
養
護
学
校
」
を
「
埼
玉
県
立
川
越
特
別
支
援
学
校
」
に
、

「
埼
玉
県
立
三
郷
養
護
学
校
」
を
「
埼
玉
県
立
三
郷
特
別
支
援
学
校
」
に
、
「
埼
玉
県
立
大
宮
北

養
護
学
校
」
を
「
埼
玉
県
立
大
宮
北
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
埼
玉
県
立
川

越
養
護
学
校
川
越
た
か
し
な
分
校
の
項
中
「
埼
玉
県
立
川
越
養
護
学
校
川
越
た
か
し
な
分
校
」
を

「
埼
玉
県
立
川
越
特
別
支
援
学
校
川
越
た
か
し
な
分
校
」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
立
三
郷
養
護
学

校
草
加
分
校
の
項
中
「
埼
玉
県
立
三
郷
養
護
学
校
草
加
分
校
」
を
「
埼
玉
県
立
三
郷
特
別
支
援
学

校
草
加
分
校
」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
立
大
宮
北
養
護
学
校
さ
い
た
ま
西
分
校
の
項
中
「
埼
玉
県

立
大
宮
北
養
護
学
校
さ
い
た
ま
西
分
校
」
を
「
埼
玉
県
立
大
宮
北
特
別
支
援
学
校
さ
い
た
ま
西
分

校
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
、
入
学
資
格
及
び
通
学
区
域
」
を
「
及
び
入
学
資
格
」
に
、
「
通
り
」
を
「
と
お

り
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

学
校
の
通
学
区
域
は
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
別
に
定

め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
埼
玉
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
」
を
「
教
育

委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
三
項
中
「
属
す
る
」
の
下
に
「
主
幹
教
諭
又
は
」
を
加
え
る
。

第
十
条
第
三
項
中
「
学
校
の
」
の
下
に
「
主
幹
教
諭
（
養
護
を
つ
か
さ
ど
る
主
幹
教
諭
を
除

く
。）
又
は
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
寮
務
主
任
を
」
を
「
寮
務
主

任
の
担
当
す
る
寮
務
を
整
理
す
る
主
幹
教
諭
を
置
く
と
き
そ
の
他
特
別
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
寮

務
主
任
を
、舎
監
の
担
当
す
る
寮
務
を
整
理
す
る
主
幹
教
諭
を
置
く
と
き
は
舎
監
を
、そ
れ
ぞ
れ
」

に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
ま
で
及
び
第
二
十
九
条
」
を
「
第
九
条
の
四
ま
で
及
び
第

十
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
三
条
関
係
）

学

校

名

分
校
・
部
科
名

修
業

年
限
定
員
数

入

学

資

格

埼
玉
県
立
特
別
支

援
学
校
塙
保
己
一

学
園

幼

稚

部

三
年
一
八

三
歳
以
上
で
視
覚
障
害
の
あ

る
者

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
視
覚
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

－１５－
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齢
生
徒
で
視
覚
障
害
の
あ
る

者

高
等
部
普

通

科
三
年
三
六

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

専
攻
科
理

療

科
三
年
五
四

高
等
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

保
健
理
療
科
三
年
二
七

高
等
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
特
別
支

援
学
校
大
宮
ろ
う

学
園

幼

稚

部

三
年
四
八

三
歳
以
上
で
聴
覚
障
害
の
あ

る
者

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
聴
覚
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
聴
覚
障
害
の
あ
る

者

高
等
部
普

通

科

産
業
工
芸
科

生
活
デ
ザ
イ

ン
科

三
年
五
二

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

専
攻
科
情
報
・
デ
ザ

イ
ン
科

二
年
一
六

高
等
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
特
別
支

援
学
校
坂
戸
ろ
う

学
園

幼

稚

部

三
年
二
四

三
歳
以
上
で
聴
覚
障
害
の
あ

る
者

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
聴
覚
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
聴
覚
障
害
の
あ
る

者

高
等
部
普

通

科

産
業
工
芸
科
三
年
三
八

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
�
田
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
慢
性
疾
患
等
に
か

か
り
療
養
の
た
め
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構
東
埼
玉

病
院
に
入
院
し
、
又
は
通
院

し
て
い
る
者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
慢
性
疾
患
等
に
か

か
り
療
養
の
た
め
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構
東
埼
玉

病
院
に
入
院
し
、
又
は
通
院

し
て
い
る
者

高

等

部

三
年
五
〇

中
等
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者
で
慢
性
疾

患
等
に
か
か
り
療
養
の
た
め

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
東
埼
玉
病
院
に
入
院
し
、

又
は
通
院
し
て
い
る
も
の

埼
玉
県
立
岩
槻
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
慢
性
疾
患
等
に
か

か
り
療
養
の
た
め
埼
玉
県
立

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
院

し
、
若
し
く
は
通
院
し
て
い

る
者
又
は
精
神
疾
患
等
に
か

か
り
療
養
の
た
め
埼
玉
県
立

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
院

し
て
い
る
者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
慢
性
疾
患
等
に
か

か
り
療
養
の
た
め
埼
玉
県
立

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
院

し
、
若
し
く
は
通
院
し
て
い
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る
者
又
は
精
神
疾
患
等
に
か

か
り
療
養
の
た
め
埼
玉
県
立

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
院

し
て
い
る
者

埼
玉
県
立
熊
谷
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
肢
体
不
自
由
で
あ

る
者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
肢
体
不
自
由
で
あ

る
者

高

等

部

三
年
六
六

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
和
光
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
肢
体
不
自
由
で
あ

る
者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
肢
体
不
自
由
で
あ

る
者

高

等

部

三
年
四
八

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
越
谷
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
肢
体
不
自
由
で
あ

る
者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
肢
体
不
自
由
で
あ

る
者

高

等

部

三
年
七
七

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
日
高
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
肢
体
不
自
由
で
あ

る
者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
肢
体
不
自
由
で
あ

る
者

高

等

部

三
年
四
二

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
宮
代
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
肢
体
不
自
由
で
あ

る
者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
肢
体
不
自
由
で
あ

る
者

高

等

部

三
年
五
四

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
川
島
ひ

ば
り
が
丘
特
別
支

援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
肢
体
不
自
由
で
あ

る
者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
肢
体
不
自
由
で
あ

る
者

高

等

部

三
年
四
二

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
川
越
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
七
〇

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

川
越
た

か
し
な

分
校

高

等

部
三
年
一
六

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者
で
知
的
障

害
の
あ
る
も
の

埼
玉
県
立
川
口
特

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
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別
支
援
学
校

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
一
〇
三
中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
和
光
南

特
別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
九
四

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
行
田
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
七
三

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
春
日
部

特
別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
九
七

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
秩
父
特

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

別
支
援
学
校

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者
又
は
肢
体
不
自
由
で
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者
又
は
肢
体
不
自
由
で
あ
る

者

高

等

部

三
年
四
二

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
所
沢
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
五
七

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
三
郷
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
八
九

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

草
加
分

校

高

等

部
三
年
一
六

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者
で
知
的
障

害
の
あ
る
も
の

埼
玉
県
立
本
庄
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
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齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
一
〇
五
中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
上
尾
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
八
四

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
東
松
山

特
別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者
又
は
児
童
福
祉
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四

号
）
に
基
づ
く
情
緒
障
害
児

短
期
治
療
施
設
に
入
所
し
て

い
る
者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者
又
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施

設
に
入
所
し
て
い
る
者

高

等

部

三
年
五
四

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
狭
山
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
六
二

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
浦
和
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
七
一

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
久
喜
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
六
二

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
大
宮
北

特
別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
一
〇
二
中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

さ
い
た

ま
西
分

校

高

等

部
三
年
一
六

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者
で
知
的
障

害
の
あ
る
も
の

埼
玉
県
立
越
谷
西

特
別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者
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中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
八
六

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
騎
西
特

別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
八
四

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
毛
呂
山

特
別
支
援
学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
五
四

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
上
尾
か

し
の
木
特
別
支
援

学
校

小

学

部

六
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
児
童
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

中

学

部

三
年

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

齢
生
徒
で
知
的
障
害
の
あ
る

者

高

等

部

三
年
九
〇

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者

埼
玉
県
立
特
別
支

援
学
校
さ
い
た
ま

桜
高
等
学
園

高
等
部
普
通
科

生
産
技
術
科

工
業
技
術
科

三
年
一
九
二
中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者
で
知
的
障

害
の
あ
る
も
の

家
政
技
術
科

環
境
・
サ
ー

ビ
ス
科

埼
玉
県
立
特
別
支

援
学
校
羽
生
ふ
じ

高
等
学
園

高
等
部
普

通

科

農
業
技
術
科

生
活
技
術
科

三
年
九
六

中
学
部
を
卒
業
し
た
者
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
者
で
知
的
障

害
の
あ
る
も
の

備
考

こ
の
表
の
小
学
部
及
び
中
学
部
の
区
分
に
応
ず
る
入
学
資
格
の
欄
に
規
定
す
る
入
学
資
格

者
に
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
三
十
一
条

に
規
定
す
る
教
員
を
派
遣
し
て
教
育
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
教
育
の
対
象
と
な
る
児
童

及
び
生
徒
を
含
む
も
の
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
者
は
、
別
に
辞

令
を
発
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
同
一
の
職
に
よ
り
、
同
表
の
上
欄
に
対
応
す
る
下
欄
に
掲
げ
る
学

校
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

埼
玉
県
立
盲
学
校

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
塙
保
己
一
学
園

埼
玉
県
立
大
宮
ろ
う
学
校

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
大
宮
ろ
う
学
園

埼
玉
県
立
坂
戸
ろ
う
学
校

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
坂
戸
ろ
う
学
園

埼
玉
県
立
�
田
養
護
学
校

埼
玉
県
立
�
田
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
岩
槻
養
護
学
校

埼
玉
県
立
岩
槻
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
熊
谷
養
護
学
校

埼
玉
県
立
熊
谷
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
和
光
養
護
学
校

埼
玉
県
立
和
光
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
越
谷
養
護
学
校

埼
玉
県
立
越
谷
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
日
高
養
護
学
校

埼
玉
県
立
日
高
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
宮
代
養
護
学
校

埼
玉
県
立
宮
代
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
養
護
学
校

埼
玉
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
川
越
養
護
学
校

埼
玉
県
立
川
越
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
川
越
養
護
学
校
川
越
た
か
し
な

分
校

埼
玉
県
立
川
越
特
別
支
援
学
校
川
越
た
か
し

な
分
校

埼
玉
県
立
川
口
養
護
学
校

埼
玉
県
立
川
口
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
和
光
南
養
護
学
校

埼
玉
県
立
和
光
南
特
別
支
援
学
校

－２０－
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埼
玉
県
立
行
田
養
護
学
校

埼
玉
県
立
行
田
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
春
日
部
養
護
学
校

埼
玉
県
立
春
日
部
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
秩
父
養
護
学
校

埼
玉
県
立
秩
父
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
所
沢
養
護
学
校

埼
玉
県
立
所
沢
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
三
郷
養
護
学
校

埼
玉
県
立
三
郷
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
三
郷
養
護
学
校
草
加
分
校

埼
玉
県
立
三
郷
特
別
支
援
学
校
草
加
分
校

埼
玉
県
立
本
庄
養
護
学
校

埼
玉
県
立
本
庄
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
上
尾
養
護
学
校

埼
玉
県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
東
松
山
養
護
学
校

埼
玉
県
立
東
松
山
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
狭
山
養
護
学
校

埼
玉
県
立
狭
山
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
浦
和
養
護
学
校

埼
玉
県
立
浦
和
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
久
喜
養
護
学
校

埼
玉
県
立
久
喜
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
大
宮
北
養
護
学
校

埼
玉
県
立
大
宮
北
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
大
宮
北
養
護
学
校
さ
い
た
ま
西

分
校

埼
玉
県
立
大
宮
北
特
別
支
援
学
校
さ
い
た
ま

西
分
校

埼
玉
県
立
越
谷
西
養
護
学
校

埼
玉
県
立
越
谷
西
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
騎
西
養
護
学
校

埼
玉
県
立
騎
西
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
毛
呂
山
養
護
学
校

埼
玉
県
立
毛
呂
山
特
別
支
援
学
校

埼
玉
県
立
養
護
学
校
さ
い
た
ま
桜
高
等
学

園

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
さ
い
た
ま
桜
高
等

学
園

埼
玉
県
立
養
護
学
校
羽
生
ふ
じ
高
等
学
園

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
羽
生
ふ
じ
高
等
学

園

埼
玉
県
立
中
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
八
号

埼
玉
県
立
中
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
立
中
学
校
管
理
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
伝
染
病
」
を
「
感
染
症
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
様
式
第
一
」
を
「
別
記
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
第
九
条
の
四
」
の
下
に
「
、
第
十
条
」
を
加
え
る
。

様
式
第
一
を
別
記
様
式
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
一
号

埼
玉
県
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第

二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
表
教
頭
及
び
事
務
長
の
項
区
分
の
欄
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
、
教
頭
」
に
改
め
、

同
表
教
諭
、
養
護
教
諭
、
助
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
講
師
、
実
習
助
手
及
び
寄
宿
舎
指
導
員
の
項

区
分
の
欄
中
「
教
諭
、
養
護
教
諭
」
を
「
主
幹
教
諭
、
教
諭
、
養
護
教
諭
」
に
改
め
、
同
項
第
一

次
評
価
者
の
欄
中
「
学
校
の
」
の
下
に
「
副
校
長
又
は
」
を
加
え
、
同
表
の
備
考
中
「
教
頭
に
は

副
校
長
を
、
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
二
号

埼
玉
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
人
事
評
価
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会

規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

－２１－
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第
六
条
の
表
教
頭
の
項
区
分
の
欄
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
及
び
教
頭
」
に
改
め
、
同
表
教
諭
、

養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
（
共
同
調
理
場
（
学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第

五
条
の
二
に
規
定
す
る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
所
属
す
る
者
を
除
く
。
）
、
助
教
諭
、
養

護
助
教
諭
、
講
師
、
学
校
栄
養
職
員
（
共
同
調
理
場
に
所
属
す
る
者
を
除
く
。
）
及
び
事
務
職
員

の
項
区
分
の
欄
中
「
教
諭
、
養
護
教
諭
」
を
「
主
幹
教
諭
、
教
諭
、
養
護
教
諭
」
に
、
「
第
五
条

の
二
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
、
同
項
第
一
次
評
価
者
の
欄
中
「
学
校
の
」
の
下
に
「
副
校
長
又

は
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

社
会
教
育
主
事
の
資
格
認
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号

社
会
教
育
主
事
の
資
格
認
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

社
会
教
育
主
事
の
資
格
認
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「
又
は
社
会
教
育
に
関
係
の
あ
る
職
若
し
く
は
業
務
」
を
「
、
社
会
教
育
主

事
補
の
職
と
同
等
以
上
の
職
又
は
社
会
教
育
に
関
係
の
あ
る
業
務
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
四
号

博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四
号
中
「昭

和

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
五
号

埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
管
理
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
（
以
下
「
加
須
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
」
と
い
う
。
）
」
を
削
る
。

第
一
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
休
所
日
及
び
利
用
時
間
）
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

所
長
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
条
例
第
五
条
に
規
定
す
る
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
第
二
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
一
号

埼
玉
県
教
育
局

県
立
教
育
機
関

教
育
局
等
の
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

教
育
局
等
の
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

教
育
局
等
の
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三

－２２－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）
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様式第７号（第１０条関係）

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
四
十
五
分
間
」
を
「
一
時
間
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
八

時
間
」
を
「
七
時
間
四
十
五
分
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
四
十
時
間
」
を
「
三
十
八
時
間
四
十
五
分
」
に
改
め
る
。

別
表
福
利
課
の
項
勤
務
時
間
の
欄
中
「
四
十
時
間
」
を
「
三
十
八
時
間
四
十
五
分
」
に
改
め
、

同
項
休
憩
時
間
の
欄
中
「
八
時
間
」
を
「
七
時
間
四
十
五
分
」
に
改
め
、
「
四
十
五
分
間
又
は
」

を
削
る
。附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号

埼
玉
県
教
育
局

県
立
教
育
機
関

埼
玉
県
教
育
局
等
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
局
等
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

埼
玉
県
教
育
局
等
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

－２３－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



月
（

：
～

：
水
（

：
～

：
金
（

：
～

：

）
火
（

：
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（

：
～

：
）

）：
）

：
）

：
）

：
）

：
）
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様
式
第
十
九
号
の
三
中
「週

時
間

」
を
「週

時
間
分

」
に
、

を

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
前
の
埼
玉
県
教
育
局
等
職
員
服
務
規
程
様
式
第
七
号
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所

要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号

埼
玉
県
教
育
局

県
立
教
育
機
関

埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長

石

川

正

夫

埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

訓
令

埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県

教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
文
教
政
策
室
長
、
全
国
高
校
総
体
推
進
室
長
、
生
徒
指
導
室
長
、
学
校
・
人
事
評

価
室
長
、
高
校
改
革
推
進
室
長
、
」
を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
学
校
管
理
幹
」
の
下
に
「
、
学
校
評
価
幹
」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
第
四
号
教
育
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
中
「
第
六
十
条
第
五
項
」
を
「
第
六
十
条
第
七

項
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
教
育
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
１
中
「
第
六
十
条
第
二
項
」
を
「
第
六

十
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
県
立
学
校
部
の
表
県
立
学
校
人
事
課
の
項
第
一
号
教
育
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
教

頭
」
を
「
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
」
に
改
め
、「
並
び
に
」
の
下
に
「
主
幹
教
諭
、」
を
加
え
、

同
欄
２
か
ら
５
ま
で
及
び
１６
か
ら
２１
ま
で
の
規
定
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
市
町
村
支
援
部
の
表
小
中
学
校
人
事
課
の
項
第
一
号
教
育
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
８

中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
」
に
改
め
、
同
号
教
育
長
専
決
事
項
の
欄
１
か
ら

５
ま
で
及
び
１１
か
ら
１６
ま
で
の
規
定
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
、
教
頭
及
び
主
幹
教
諭
」
に
改

め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
、
２
及
び
８
か
ら
１１
ま
で
の
規
定
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
、
教

頭
、
主
幹
教
諭
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
教
育
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
１
中
「
第
五
十
五
条
第
六

項
」
を
「
第
五
十
五
条
第
九
項
」
に
、「
第
六
十
条
第
五
項
」
を
「
第
六
十
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
教
育
事
務
所
長
の
項
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教

諭
」
に
改
め
、
「
５
ま
で
」
の
下
に
「
、
１２
及
び
１３
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号

埼
玉
県
教
育
局

県
立
教
育
機
関

埼
玉
県
教
育
局
等
公
用
車
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

島

村

和

男

埼
玉
県
教
育
局
等
公
用
車
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

埼
玉
県
教
育
局
等
公
用
車
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
五
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
（
教
育
局
教
育
総
務
部
総
務
課
に
あ
つ
て
は
、
秘
書
担
当
主
査
）
」
を
削

る
。

月
（

：
～

：
）

休
憩
（

：
～

火
（

：
～

：
）

休
憩
（

：
～

水
（

：
～

：
）

休
憩
（

：
～

木
（

：
～

：
）

休
憩
（

：
～

金
（

：
～

：
）

休
憩
（

：
～

－２４－
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附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号

埼
玉
県
教
育
局

県
立
教
育
機
関

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

島

村

和

男

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
訓
令

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
昭
和

五
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
「
文
教
政
策
室
長
、
全
国
高
校
総
体
推
進
室
長
、
生
徒
指
導
室
長
、
学
校
・
人
事
評

価
室
長
、
高
校
改
革
推
進
室
長
、
」
を
削
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
学
校
管
理
幹
」
の
下
に
「
、
学
校
評
価
幹
」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
委
任
事
務
の
欄
第
二
号
中
「
半
日
勤
務
時
間
」
を
「
四
時
間
の
勤
務
時
間
」
に
改
め
、

同
欄
第
四
号
を
削
り
、
同
欄
第
五
号
中
「
勤
務
時
間
規
程
」
を
「
教
育
局
等
の
職
員
の
勤
務
時
間

に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
規
程
」
と

い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
四
号
と
し
、
同
欄
中
第
六
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表
専
決
事
項
の
欄
第
四
号
３
中
「
証
人
」
を
「
裁
判
員
、
証
人
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
第
十
二
号
教
育
長
決
裁
事
項
の
欄
４
ハ
中
「
証
人
」
を
「
裁
判
員
、
証
人
」
に
改
め
、

同
欄
５
中
「
半
日
勤
務
時
間
」
を
「
四
時
間
の
勤
務
時
間
」
に
改
め
、
同
欄
中
７
を
削
り
、
８
を

７
と
し
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
５
ハ
中
「
証
人
」
を
「
裁
判
員
、
証
人
」
に
改
め
、
同
欄
６

中
「
半
日
勤
務
時
間
」
を
「
四
時
間
の
勤
務
時
間
」
に
改
め
、
同
欄
中
８
を
削
り
、
９
を
８
と
す

る
。別

表
第
四
教
育
総
務
部
の
表
（
文
教
政
策
室
長
）
の
項
を
削
り
、
同
表
総
務
課
の
項
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

教育政策課

埼
玉
県
統
計
調
査
条
例

（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
条

例
第
六
十
号
）
の
施
行
に

関
す
る
事
務

埼
玉
県
統
計
調
査
条
例

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
県
指
定
統
計
調

査
の
指
定
を
行
う
こ
と
。

別
表
第
四
教
育
総
務
部
の
表
福
利
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
学
校
保
健
法
」
を

「
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
六
条
及
び
学
校
保
健
安
全
法
」

に
、「
第
八
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
、
「
県
立
学
校
の
教
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
県
立
学
校
部
の
表
県
立
学
校
人
事
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
八
条

第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、
同
項
第
二
号
教
育
長
決
裁
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

勧
奨
退
職
要
綱
を
決
定
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
県
立
学
校
部
の
表
県
立
学
校
人
事
課
の
項
第
四
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
立
特
別
支

援
学
校
の
通
学
区
域
を
定
め
る
こ
と
。

別
表
第
四
県
立
学
校
部
の
表
県
立
学
校
人
事
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
５
イ
中
「
証

人
」
を
「
裁
判
員
、
証
人
」
に
改
め
、
同
表
保
健
体
育
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
学

校
保
健
法
第
十
三
条
」
を
「
学
校
保
健
安
全
法
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
表
特
別
支
援
教
育
課
の

項
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
県
立
特
殊
教
育
諸
学
校
」
を
「
県
立
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
専
決
事
項
の

欄
第
四
号
３
、
別
表
第
三
第
十
二
号
教
育
長
決
裁
事
項
の
欄
４
ハ
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
５

ハ
及
び
別
表
第
四
県
立
学
校
部
の
表
県
立
学
校
人
事
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
５
イ
の

改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
三
号

埼
玉
県
教
育
局

県
立
教
育
機
関

埼
玉
県
教
育
局
等
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

－２５－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



総

務

課

教

総

総

務

課

教

育

政

策

課

教

総

教

政

高
校
教
育
指
導
課

教
高
指

高
校
教
育
指
導
課

教
高
指

生

徒

指

導

課

教
生
指

特
別
支
援
教
育
課

教

特

特
別
支
援
教
育
課

教

特

高
校
改
革
推
進
課

教
高
改

義
務

教
育
指
導
課

教
義
指

義
務
教
育
指
導
課

教
義
指

家
庭
地
域
連
携
課

教

連

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

島

村

和

男

埼
玉
県
教
育
局
等
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

埼
玉
県
教
育
局
等
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
三
号
中
「
電
報
、
」
の
下
に
「
特
殊
取
扱
郵
便
物
（
」
を
加
え
、
「
、
配
達

記
録
郵
便
物
及
び
国
際
郵
便
物
」
を
「
及
び
特
定
記
録
郵
便
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
、
国
際
郵
便
物
及
び
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年

法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
信
書
便
物
で
特
殊
取
扱
郵
便
物
又
は
国
際
郵
便

物
に
相
当
す
る
も
の
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
本
局
の
項
中

を

に
、

を

に
、

を

に
、

を

に
改
め
る
。

様
式
第
六
号
（
一
）
及
び
様
式
第
六
号
（
二
）
中
「特

記
事
項

」
を
「紙

に
よ
る
処
理
理
由
・

そ
の
他
特
記
事
項

」
に
、
「庁

内
集
配

」
を
「庁

内
集
配
荷
物

」
に
改
め
、
「・

小
包

」
及
び

「・
配
達
記
録

」
を
削
り
、
「外
国
便

」
を
「特

定
記
録
・
国
際
郵
便

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
四
号

県

立

学

校

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の

減
免
に
関
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

島

村

和

男

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学

料
の
減
免
に
関
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の

減
免
に
関
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
九
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
前
段
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
（
副
校
長
を
置
か
な
い
学
校
に
あ
っ
て
は
、
教
頭
。
以

下
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
条
後
段
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
五
号

埼
玉
県
教
育
局

県
立
教
育
機
関

埼
玉
県
教
育
委
員
会
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

島

村

和

男

埼
玉
県
教
育
委
員
会
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

埼
玉
県
教
育
委
員
会
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
平
成
十
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

－２６－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

県
立
盲
学
校

盲

県
立

特
別
支
援
学
校
塙
保
己
一
学
園

塙

学

園

県
立
大
宮
ろ
う
学
校

県
立
特
別
支
援
学
校
大
宮
ろ
う
学
園

県
立
坂

戸
ろ
う
学
校

県
立
特
別
支
援
学
校
坂
戸
ろ
う
学
園

県
立
熊
谷
養
護
学
校

熊

養

県
立
熊
谷
特
別
支
援
学
校

熊

特

県
立
川
越
養
護
学
校

川

越

養

県
立
川
越
特
別
支
援
学

校

川

越

特

県
立
川
口
養
護
学
校

川

口

養

県
立
川
口
特
別
支
援
学
校

川

口

特

第
一
条
中
「
学
校
保
健
法
」
を
「
学
校
保
健
安
全
法
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
六
号

県

立

学

校

埼
玉
県
立
学
校
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

島

村

和

男

埼
玉
県
立
学
校
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

埼
玉
県
立
学
校
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中
「
教
頭
及
び
事
務
長
等
」
を
「
副
校
長
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
教

頭
」
を
「
副
校
長
、
教
頭
」
に
改
め
、
「
を
い
う
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第

二
項
中
「
に
よ
り
」
の
下
に
「
教
頭
及
び
事
務
長
等
の
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
と
し
て
」

を
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
前
段
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
（
副
校
長
を
置
か
な
い
学
校
に
あ
つ
て
は
、
教

頭
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
項
後
段
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
、
教
頭
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
七
号

県

立

学

校

埼
玉
県
立
学
校
文
書
管
理
・
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

島

村

和

男

埼
玉
県
立
学
校
文
書
管
理
・
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

埼
玉
県
立
学
校
文
書
管
理
・
公
印
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
文
書
管
理
責
任
者
は
、」
の
下
に
「
副
校
長
又
は
」
を
加
え
、
「
こ
れ
ら
」

を
「
こ
れ
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「
電
報
、」
の
下
に
「
特
殊
取
扱
郵
便
物
（
」
を
加
え
、
「
、
配
達
記

録
郵
便
物
及
び
国
際
郵
便
物
」
を
「
及
び
特
定
記
録
郵
便
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
、
国
際
郵
便
物
及
び
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法

律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
信
書
便
物
で
特
殊
取
扱
郵
便
物
又
は
国
際
郵
便
物

に
相
当
す
る
も
の
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
中
「
と
き
は
、
」
の
下
に
「
副
校
長
、
」
を
加
え
、「
こ
れ
ら
」
を
「
こ
れ
」
に
改
め

る
。別

表
第
一
中

を

に
、

を

に
、

を

に
改
め
、
県
立
寄
居
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、

を

に
、

を

に
、

を

に
、

－２７－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



県
立
越
谷
養
護
学
校

越

養

県
立
和
光
養
護
学
校

和

養

県
立
和
光
南
養
護
学
校

和

南

養

県
立
�
田
養
護
学
校

蓮

養

県
立
越
谷
特
別
支
援
学

県
立
和
光
特
別
支
援
学

県
立
和
光
南
特
別
支
援

県
立
�
田
特
別
支
援
学

校

越

特

校

和

特

学
校

和

南

特

校

蓮

特

県
立
行
田
養
護
学
校

県
立
春
日
部
養
護
学
校

県
立
上
尾
沼
南
高
等
学
校

行

養

春

養

上

沼

高

県
立
行
田
特
別
支
援
学
校

行

特

県
立
春
日
部
特
別
支
援
学
校

春

特

県
立
秩
父
養
護
学
校

秩

養

県
立
秩
父
特
別
支
援
学

県
立
所
沢
養
護
学
校

県
立
三
郷
養
護
学
校

県
立
本
庄
養
護
学
校

県
立
上
尾
養
護
学
校

県
立
東
松
山
養
護
学
校

県
立
狭
山
養
護
学
校

校

秩

特

所

養

三

養

本

養

上

養

東

養

狭

養

県
立
所
沢
特
別
支
援
学
校

所

特

県
立
三
郷
特
別
支
援
学
校

三

特

県
立
本
庄
特
別
支
援
学
校

本

特

県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

上

特

県
立
東
松
山
特
別
支
援
学
校

東

特

県
立
狭
山
特
別
支
援
学
校

狭

特

県
立
浦
和
養
護
学
校

浦

養

県
立
浦
和
特
別
支
援
学

校

浦

特

県
立
岩
槻
養
護
学
校

岩

養

県
立
岩
槻
特
別
支
援
学

校

岩

特

県
立
日
高
養
護
学
校

日

養

県
立
日
高
特
別
支
援
学
校

日

特

県
立
久
喜
養
護
学
校

久

養

県
立
久
喜
特
別
支
援
学

校

久

特

県
立
大
宮
北
養
護
学
校

大

北

養

県
立
大
宮
北
特
別
支
援
学
校

大

北

特

を

に
、

を

に
、

を

に
、

を

に
、

を

に
改
め
、
県
立
鶴
ケ
島
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、

を

に
、

を

に
、

を

に
、

を

に
、

－２８－

号外第�号平成��年�月��日（火曜日）



県
立
越
谷
西
養
護
学
校

越

西

養

県
立
宮
代
養
護
学
校

宮

養

県
立
騎
西
養
護
学
校

騎

養

県
立
毛
呂
山
養
護
学
校

毛

養

県
立
越
谷
西
特
別
支
援

県
立
宮
代
特
別
支
援
学

県
立
騎
西
特
別
支
援
学

県
立
毛
呂
山
特
別
支
援

学
校

越

西

特

校

宮

特

校

騎

特

学
校

毛

特

県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
養
護
学
校

川

ひ

養

県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学
校

川

ひ

特

県
立
特
別
支
援
学
校
さ
い
た
ま
桜
高
等

県
立
特
別
支
援
学
校
羽
生
ふ
じ
高
等
学

県
立
養
護
学
校
さ
い
た
ま
桜
高
等
学
園

県
立
養
護
学
校
羽
生
ふ
じ
高
等
学
園

学
園

園
県
立
上
尾
か
し
の
木
特
別
支
援
学
校

上

か

特

を

に
、

を

に
、

を

に
改
め
、
県
立
寄
居
城
北
高
等
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
三
号
中
「配

達
記
録
郵
便
等

」
を
「配

達
証
明
郵
便
等

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
（
一
）
中
「特
記
事
項

」
を
「紙

に
よ
る
処
理
理
由
・
そ
の
他
特
記
事
項

」
に
、

「直
接

」
を
「直

接
荷
物

」
に
改
め
、
「・

小
包

」
及
び
「・

配
達
記
録

」
を
削
り
、
「外

国
便

」
を
「特

定
記
録
・
国
際
郵
便

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
号
（
一
）
中
「教

頭

」
及
び
「事

務
（
室
）
長

」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
前
の
埼
玉
県
立
学
校
文
書
管
理
・
公
印
規
程
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の

間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

発 行 日

毎

週

火
曜
日
・
金
曜
日

購読料金

一
年
四
万
三
千
四
百
円

（
郵
便
料
金
を
含
む
。）

発 行 者

埼

玉

県

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号

〇
四
八
―
八
二
四
―
二
一
一
一（
代
表
） 埼

玉
県
報
ホ

�ム
ペ

�ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
01

/B
A
00/kenpouhom

e/fr_top.htm

印 刷 所

関

東

図

書

株

式

会

社

さ
い
た
ま
市
南
区
別
所
三
―
一
―
一
〇

〇
四
八
―
八
六
二
―
二
九
〇
一（
代
表
）

再生紙を使用しています。 －２９－
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